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―― 要 旨 ――
　縄文時代を代表する装身具として、先ず石製・土製の耳飾りがある。その研究は多くの先学によって研究対象とされ、

今日にあっても進展の一途をたどっている。その一方で、耳飾り以外の装身具研究も盛んに進められている。各所にお

けるシンポジウムの開催や、紀要・雑誌等に掲載される論考、さらに刊行された『身を飾る縄文人―副葬品から見た縄

文社会―』（2019雄山閣）も、そうした研究の一端を著わしている。

　群馬県内出土の石製品や土製品については、筆者も以前より集成を進めてきた。「関東内陸部における縄文時代中期末・

後期初頭の「土製貝輪形腕輪」」（谷藤2011）では貝輪を模した土製腕輪を内陸部特有の腕輪とし、「群馬県出土の三角壔

形土製・石製品」（谷藤2017）では中期後葉の加曽利Ｅ３式期から称名寺式期にかけて多く出土していることを明らかと

し、併せて三角壔形土製品とは形状を異にした穿孔をもつ土製品の存在を指摘した。また、「群馬県内出土の縄文時代

土製耳飾り―中期から後期前半―」（谷藤2021）では、形態分類と施文文様から時期的な傾向と特徴を明らかにしてきた。

本稿では、三角壔形土製品とは形状が異なり、且つ穿孔をもつ土製品を「板状土製品」として着目し、未だ報告書掲載数

は少ないがその事例を集成する。併せて、三角壔形土製製品および土製貝輪形腕輪についても、最近の報告事例を追加

する。

１．はじめに

２．群馬県出土の板状土製品

３．群馬県出土の三角壔形土製品（追加資料)

４．群馬県出土の土製貝輪形腕輪（追加資料）

５．おわりに

群馬県内出土の板状土製品と他土製品
― 縄文時代中期から後期前葉の土製品類 ―

谷 藤 保 彦

（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団
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１．はじめに
縄文時代を代表する装身具として、先ず石製・土製の

耳飾りが挙げられ、その研究は多くの先学によって対象
とされ、また今日的にも進展が図られてきた。そうした
中にあって、耳飾り以外の装身具も多く知られるところ
であり、近年では日本玉文化研究会ならびに日本玉文化
学会による「玉」研究が研究集会をも含めて盛んに進めら
れている。また、敬和学園大学人文社会科学研究所によ
る「研究会議　環日本海の玉文化の始源と展開」（2003）、
明治大学を会場とした科学研究費助成事業基盤研究Ｃ

「威信材から見た縄文社会の構成と交易―縄文時代のヒ
スイ大珠を巡る研究―」（2012）、早稲田大学先史考古学
研究所による「公開シンポジウム　縄文時代装身具の考
古学―身体の装飾をどうとらえるか―」（2013）が開催さ
れるなど、装身具に魅せられた研究は止まるところを知
らない。雄山閣から出版された『身を飾る縄文人―副葬
品から見た縄文社会―』（2019）も、そうした研究の一端
を著わしている。

筆者も、これまで群馬県を中心とした装身具類の集成
に取り組んできた。土製品を扱ったものでは、海浜部で
の貝輪を模した内陸部特有の土製腕輪を取り上げた「関
東内陸部における縄文時代中期末・後期初頭の「土製貝
輪形腕輪」」（谷藤2011）。「群馬県出土の三角壔形土製・
石製品」（谷藤2017）では、中期後葉の加曽利E3式期か
ら称名寺式期にかけて多く出土していることを明らかと
し、併せて三角壔形土製品とは形状を異にした穿孔をも
つ土製品の存在を指摘した。昨年の「群馬県内出土の縄
文時代土製耳飾り―中期から後期前半―」（谷藤2021）で
は、形態分類と施文文様から時期的な傾向と特徴を明ら
かにしてきた。これらは、筆者が縄文時代の土器を扱う
中で、広域な交差編年、地域間交渉、そして地域性を考
えるにあたり、土器以外でも同様な現象を見出すことが
できれば、より補完することができると考えたからであ
る。

本稿では、以前に指摘した三角壔形土製品とは形状が
異なり、且つ穿孔をもつ土製品を「板状土製品」として着
目し、未だ報告書掲載数は少ないがその事例を集成する。
併せて、三角壔形土製製品および土製貝輪形腕輪につい
ても、最近の報告事例を追加する。

２．群馬県出土の板状土製品
「板状土製品」は、筆者が以前に指摘したように、三角

壔形土製品とは形状を異にした土製品で、その時期は三
角壔形土製品より遅れた後期初頭から後期前葉期の遺物
であることが予測されていた。集成数は少ないが、出土
例と遺構および共伴土器から、その時期を確認し、板状
土製品の性格にも触れてみたい。

三ツ子沢中遺跡
高崎市三ツ子沢町に所在する。北陸新幹線建設に伴い、

1994 ~ 1995年に発掘調査された。縄文時代の遺構には、
前期から後期前半までの竪穴建物（敷石住居含む）が計20
軒検出され、出土遺物も多い。

２の板状土製品は遺構外出土（『三ツ子沢中遺跡』
2000）で、観察には焼成は良好で、色調は鈍い黄橙、胎
土に細砂粒を含み、長さ6.8㎝、幅3.7㎝、中心に径３㎜
の孔が貫通し、表面には沈線で文様を描出と記載されて
いる。また、報告では後期前半の土笛としている。 遺
構や出土土器から、恐らく後期の称名寺式ないし堀之内
１式期に伴うと考えられる。

芳賀東部団地遺跡
芳賀団地遺跡群は、前橋市嶺町、勝沢町、小坂子町、

鳥取町、小神明町、五代町に跨って所在し、北部団地遺
跡、西部団地遺跡、東部団地遺跡の３遺跡からなる。こ
の内、縄文時代の遺構が検出されたのは芳賀東部団地遺
跡であり、1976～1980年にかけて発掘調査された。

板状土製品は、Ｊ10号住居（『芳賀東部団地遺跡Ⅲ』
1990）から土器と共に１点が出土している。土器は小突
起をもつ平口縁となる深鉢形土器で、小突起部に円形刺
突とＣ字状の弧線が描かれ、無文帯の口縁部が屈曲気味

富岡清水遺跡
富岡市富岡に所在する。道路建設に伴い、2007・2010

年に発掘調査された。縄文時代の遺構には、後期初頭の
竪穴建物（敷石住居含む）が計４軒検出され、出土遺物も
多い。

板状土製品は、Ｃ区15号土坑（『富岡清水遺跡　富岡城
跡』2012）から第１図に示したように土器と共に１点が
出土している。土器は口縁部を欠く頸部以下の個体で、
頸部に貼付文から伸びる逆Ｊ字状隆帯やＯ字状隆帯を連
結させ、隆帯に沿わせながら沈線による懸垂文を施す。
単位文間には、逆Ｖ字状に３条沈線を施し、中央に逆Ｊ
字文を配する文様構成をとる。１の板状土製品は、楕円
形を呈し、長さ6.6㎝、幅4.4㎝、厚さ1.5㎝、重さ47.1
ｇを測る。表面の中央と縦・横位の端に刺突をもつボタ
ン状貼付が配され、貼付をつなぐ太い沈線、さらに二重
の弧線を描く。裏面は無文。長軸方向の中央には、径５
㎜ほどの孔が貫通する。供伴する土器から、後期初頭の
称名寺式期の所産と考えられる。

（1）主な出土例
現段階（2021年10月）で集成できた板状土製品は、５遺

跡５点であった。他にも集成しきれていない資料はある
と思われるが、後日、集成に加えたい。以下、板状土製
品の出土事例を記す（第１図）。
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天ヶ堤遺跡
伊勢崎市三和町に所在する。北関東自動車道建設に伴

い、1994 ~ 1996年に発掘調査された。縄文時代の遺構
には、中期から後期前葉の竪穴建物（柄鏡形敷石住居含
む）が82軒、土坑836基が検出され、遺物も多量に出土し
ている。また、隣接する三和工業団地Ⅱ遺跡と共に、中
期後半から後期初頭の集落を形成していたと考えられて
いる。

板状土製品は、Ⅳ・４区８号配石（『天ヶ堤遺跡（２）』
2008）から多くの土器と共に１点出土している。図示し
た土器は平口縁となる深鉢形土器で、口縁部無文帯下に
低い隆帯を１条巡らせて区画し、以下の胴部には縦位の
S字状渦巻文を描き、文様内を磨り消す。文様間には縄
文が充填される。

４は報告で土版とされた、楕円形を呈する板状土製品
で、側面の一部を欠損する。長さ11.3㎝、幅（7.8）㎝、
厚さ4.0㎝、を測り、表面から側面を経て裏面へと続く
片面半円状の弧線が描かれ、器体中央には上端から孔が
貫通している。供伴する出土土器から、後期初頭の称名
寺式期の所産と考えられる。

に直立し、胴部にはＪ字状の文様が描出され文様内に縄
文を充填する。図示したもう一点の土器は把手をもつ波
状口縁を呈する深鉢の口縁部で、胴部に沈線でＪ字状等
の文様が描出される。他にも同時期の口縁部や胴部片が
掲載されている。

３は、報告で土版あるいは土錘とされたもので、楕円
形を呈する板状土製品である。長さ5.8㎝、幅4.7㎝、厚
さ2.3㎝、を測り、表面から側面を経て裏面へと続く曲
線的な文様が描かれ、器体中央に上端から孔が貫通して
いる。Ｊ10号住居の出土土器から、後期初頭の称名寺式
期の所産と考えられる。

伊勢崎市三和工業団地Ⅱ遺跡
伊勢崎市三和町に所在する。工業団地造成に伴い、

2000 ~ 2003年に発掘調査された。縄文時代の遺構には、
中期後半から後期初頭を主とした竪穴建物（柄鏡形敷石
住居含む）が計152軒、土坑1498基が検出され、出土遺物
もかなりの量となっている。

板状土製品は遺構外出土の１点で、観察には色調は鈍
い黄橙、胎土に砂粒を含み、長さ7.0㎝、幅3.9㎝、厚さ
1.6㎝。上端から下端まで孔が貫通し、沈線による中央
に渦巻文をもつ十字文様を描き、文様外に円形刺突を施
す。表裏同文様との記述があり、堀之内式の所産として
いる。

図示した５には、楕円形を呈する器体の上端にはＶ字
状の切込みが確認でき、図示にはないが器体中央に孔が
貫通していることが窺える。また、表裏面は同一文様が

描かれ、中央の円文と十字状沈線で４分割の区画帯を設
け、各区画内の弧線と弧線に沿う刺突が施されている。

　遺構や出土土器から、恐らく後期の称名寺式ないし
堀之内式期に伴うと考えられる。

（2）板状土製品の出土時期およびその性格
前述したように、群馬県内での板状土製品の出土例は５
遺跡からの５例と少ない。近隣地域での集成が必要なこ
とは勿論であるが、ここでは、群馬県内の状況から板状
土製品の時期やその性格に触れておきたい。
〈板状土製品の時期〉

遺構からの出土例とすると、１の富岡清水遺跡Ｃ区15
号土坑、３の賀東部団地遺跡Ｊ10号住居、４の天ヶ堤遺
跡Ⅳ・４区８号配石の３例であるが、何れも後期初頭の
称名寺式から堀之内１式にかけての時期である。他の２
例の遺構外出土例についても同様で、２の三ツ子沢中遺
跡、５の三和工業団地Ⅱ遺跡ともに遺跡の状況から称名
寺式から堀之内式にかけての時期とみられる。

以上、５例とも全て後期初頭から前葉期にかけての遺
物であり、中期や後期中葉以降に関わる遺物ではないよ
うである。結果、板状土製品は、後期初頭から前葉期の
割と短い時期の遺物と考えられる。

〈板状土製品の性格〉
以前にも指摘したことがある（谷藤2017）。同地におけ

る三角壔形土製品および石製品は、中期後半の加曽利Ｅ
3式期に盛行し、その後土製品は減少。さらに、石製品
は後期初頭以降も残るが減少傾向となる状況が明らかと
なる中、三角壔形土製品に代わる土製品の存在がないの
かという点である。三角壔形土製品の大きな特徴である
三角柱の形状と、長軸方向の中央に孔を貫通させること
は、板状土製品において三角柱から扁平な楕円形への形
状の違いはあれど、長軸方向中央の孔は共通する特徴で
あり、同質な性格の遺物と考えられる。つまり、時間経
過による形状の変化と考えることができよう。

このことは、この地域が後期初頭に至っても前代の加
曽利Ｅ式の系統をひく土器が根強く残ることでも知ら
れ、貝輪形腕輪を土製に置き換えた「土製貝輪形腕輪」を
作り出す地域でもあり（中期後半の加曽利Ｅ3式期には、
ヒスイ製大珠を真似た「大珠形土製品」もある）、同質な
性格であるならば材質の変更は許容されていたことが理
解できる。同様に、最大の特徴である中央孔さえ有して
いれば、形状の変更も許容されたと考えることはできな
いだろうか。それが、三角壔形土製品→板状土製品とい
う変化と理解したい。
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２ ５
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３

第１図　群馬県内出土の板状土製品　　　　　　　　土製品S＝1/3、土器の縮尺は任意

三ツ子沢中遺跡　遺構外

芳賀東部団地遺跡　Ｊ10号住居

三和工業団地Ⅱ遺跡　遺構外

天ヶ堤遺跡　Ⅳ・４区8号配石

富岡清水遺跡　Ｃ区15号土坑
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３．群馬県出土の三角壔形土製品（追加資料）
以前に筆者が集成した群馬県出土の三角壔形土製品

（谷藤2017）の追加資料で、新たに４遺跡計６点を加える
ことができた。（第２図）。

伊勢崎市下田遺跡
伊勢崎市田部井町に所在する遺跡で、5区１号住居か

ら２点出土している。１は一部欠損するが、長さ9.1㎝、
高さ5.4㎝、幅6.0㎝を測り、長軸中央に孔が貫通する。
正面は上部両端が丸みをもつ長方形を呈し、文様に縄文
と渦巻状の沈線を施す。側面は三角形で、各面が平坦な
三角柱状をなす。２は無文の完形品で、長さ10.1㎝、高
さ6.6㎝、幅7.1㎝を測り、長軸となる両側面間に孔が貫
通する。器体中央部の断面形は三角形を呈するが、両端
の側面が小さな三角形となることから、正面・背面・底
面の形状は角が丸まった弧状ないし俵状を呈し、特に上
部の稜がより弧状となる。時期は、住居出土土器から加
曽利Ｅ3式期である。

長野原町石川原遺跡
長野原町川原湯に所在する遺跡で、５区遺構外から１

点出土している。６は上部を一部欠くが、長さ8.5㎝、
高さ5.5㎝、幅5.0㎝を測り、長軸中央に孔が貫通する。
概ね長方形を呈する正面と背面の外縁に２条の沈線を巡
らせ、その内側に２条の沈線で渦巻文を施す。三角形と
なる両側面には、上部を頂点とした外縁の二縁に沈線を
施している。また、底面も含めた器面全体には丁寧な研
磨が施されている（１）。なお、示した図は底面をあえて
割愛した。遺構外出土ということで時期は特定できない
が、報文では後期初頭としている。しかし、同様な文様
が施される例からすると、中期後葉の加曽利Ｅ3式期頃
の可能性が高い。

以上、群馬県出土三角壔形土製品の追加資料５点をみ
てきたが、時期を特定できた最も新しい資料に後期初頭
の称名寺式期が１点、そして中期の加曽利Ｅ3式期が２
ないし３点であった。前回の集成では13点を挙げていた

渋川市金井東裏遺跡
渋川市金井町に所在する遺跡で、遺構外ではあるが１

点出土してる。４は左側および下半を大きく欠損するが、
残存部分で長さ（7.0）㎝、高さ（3.0）㎝、幅（4.3）㎝を測り、
長軸中央の孔は不明。正面と背面には周縁に刺突を巡ら
せ、その内側中央に沈線による渦巻文および蕨手状の文
様を施している。報文では、時期を後期前半としている。

長野原町林中原Ⅱ遺跡
長野原町林に所在する遺跡で、61区39号住居から１点

出土している。５は長さ8.4㎝、高さ5.2㎝、幅5.2㎝を
測り、長軸中央に孔が貫通する。正面は概ね長方形を呈
し、文様に２条の沈線で渦巻文を施す。背面と底面およ
び三角形となる両側面には、外縁に沈線を巡らせており、
各面が平坦な三角柱状を呈している。時期は、住居出土
土器から加曽利Ｅ3式期である。

伊勢崎市天ヶ堤遺跡
伊勢崎市三和町に所在する遺跡で、側道３区１号住居

居出土土器から称名寺式期である。

から１点出土してい
る。３は長さ5.3㎝、
高さ4.7㎝、幅6.8㎝
を測り、長軸中央に
孔 が 貫 通 す る。 正
面・背面・底面概ね
正方形に近く、側面
は三角形で各面が概
ね平坦な三角柱状を
なし、赤色塗彩が施
される。時期は、住 側道3区1号住居出土土器

61区39号住居出土土器

5区1号住居出土土器
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第２図　群馬県内出土の三角壔形土製品（追加資料）　　　　　土製品S＝1/3、土器の縮尺は任意

下田遺跡　５区1号住居

天ヶ堤遺跡　側道３区1号住居

林中原Ⅱ遺跡　６１区39号住居

金井東裏遺跡　遺構外

石川原遺跡　遺構外
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４．群馬県出土の土製貝輪形腕輪（追加資料）
以前に集成した（谷藤2011）、群馬県出土の土製貝輪形

腕輪の追加資料である。土製貝輪形腕輪とは、海浜部の
貝輪形腕輪（貝輪）を模倣して土製で作ったもので、栃木
県や群馬県といった関東内陸部の後期初頭期に多く出土
する。また、、長野県（東信）でも出土していることが知
られている。

以下、追加となる６遺跡の各資料を示す（第３図）。

渋川市金井下新田遺跡　2021『金井下新田遺跡』
１区遺構外からは、１～５の計５点出土している。何

れも破片資料で、無文である（２）。時期の特定は難しいが、
中期後葉の可能性もある。

東吾妻町上郷岡原遺跡
Ⅳ区436号土坑（『上郷岡原遺跡（３）』2009）からは、６

の完形に近い１点が出土している。外径の長軸1.5㎝、
短軸8.3㎝、高さ2.0～2.8㎝を測り、内径は長軸7.0㎝、
短軸4.6㎝を測る。外面には、縄文が施されている。土
坑内から出土した土器は称名寺1式であることから、時
期は称名寺式期である。

が、この追加資料を合わせると計18点となる。また、こ
の計18点の内、時期の特定できた資料の内訳は、加曽
利Ｅ３式期の資料は４点から７点へと増加し、加曽利Ｅ
４式期の２点、称名寺1式期（称名寺式中段階）が１点と
なった。前回も指摘したように、加曽利Ｅ３式期に盛行
している状況がより明らかとなった。

以上、群馬県内からの出土資料は、６遺跡計21点を追
加することができた。前回の集成と合わせると、群馬県

長野原町横壁中村遺跡
以前の集成後に報告された資料である。遺構外（『横壁

中村遺跡（14）』2014）からは、12～17の計６点の破片資
料が出土している。この内の12～15の４点の外面には縄
文が施され、16・17の２点は無文である。時期は不明で
あるが、中期末葉から後期初頭期か。

長野原町長野原一本松遺跡
以前の集成漏れと、その後の報告資料である。18～21

の計４点が出土している。５区263号土坑（『長野原一本
松遺跡（１）』2002）からは、18とした無文の半完形品が
１点出土している。共伴する土器がなく、時期は不明。
また、５区遺構外（『長野原一本松遺跡（５）』2009）からは、
19の無文の破片資料が１点出土している。時期は不明。
さらに、95－48号住居（『長野原一本松遺跡（６）』2013）
からは、21・22の無文の破片資料が２点出土している。
共伴する土器から、時期は後期初頭称名寺1式期である。

長野原町東宮遺跡
計３点の出土が確認（『東宮遺跡（５）・三ッ堂岩陰』

2021）できる。１点はⅤ区８号竪穴建物から出土した７
で、外面に縄文を施す破片資料である。共伴する土器か
ら、時期は後期初頭の称名寺式期であ
る。
　また、Ⅴ区84号竪穴建
物からは８が、Ⅴ区86号
竪穴建物からは９が、そ
れぞれ１点づつ出土してい
る。共に外面に縄文を施す
が、遺構出土土器が少なく
時期は不明。

長野原町林中原Ⅱ遺跡
62区12号 住 居（『 林 中 原 Ⅱ 遺 跡（２）』2018）か ら は、

10・11とした２点の破片資料が出土している。共に外面
に縄文が施されている。住居内出土の土器は加曽利Ｅ３

式であることから、時期は加曽利Ｅ３式期か。

62区12号住居出土土器

95－48号住居出土土器
Ⅴ区8号竪穴建物出土土器
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第３図　群馬県内出土の土製貝輪形腕輪（追加資料）　　　　　土製品S＝1/3、土器の縮尺は任意

金井東裏遺跡　遺構外 上郷岡原遺跡　Ⅳ区436号土坑

東宮遺跡　Ⅴ区8・84・86号竪穴建物 林中原Ⅱ遺跡　62区12号住居

横壁中村遺跡　遺構外

長野県一本松遺跡
５区263号土坑

95-48号住居

５区遺構外
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５．おわりに
以前の拙稿（谷藤2017）で指摘した三角壔形土製品とは

形状が異なり、且つ穿孔をもつ土製品を「板状土製品」と
して扱い、出土例は少ないが群馬県内での事例を集成し
た。その形状および特徴は、扁平な楕円状の土版に沈線
等で文様を描き、長軸方向に貫通する孔を有する。しか
も、それらは後期初頭から前葉にかけての時期に限定さ
れることも分かってきた。そうしたことからすると、三
角壔形土製品の大きな特徴である三角柱の形状と、板状
土製品の扁平な楕円形状とでは違いはあるが、長軸方向
中央の孔は共通する特徴であり、性格的には同質な遺物
と考えられる。そこで両者の出土時期を比較すると、群
馬県内における三角壔形土製品および石製品は、中期後
半の加曽利Ｅ3式期に盛行し、その後土製品は減少。さ
らに、石製品は後期初頭以降も残るが減少傾向となる。
つまり、三角壔形土製品が減少した後に、板状土製品の
出土例が多くなっていることが理解でき、時間経過によ
る形状の変化（三角壔形土製品→板状土製品）と考えるこ
とができる。なお、上記したように、形状変化によるこ
とからすれば、この土製品の性格を土笛とすることは難
しくなる。

一方、この板状土製品の出土分布については今後の課
題となるが、群馬県以外でも出土しているようである（３）。

また、三角壔形土製製品の報告事例６点を加えて計18
点となり、中期後葉の加曽利Ｅ３式期に盛行している状
況がより明らかとなった。そして、土製貝輪形腕輪の群
馬県内の集成では、県内全域に計14遺跡78点となり、後
期初頭期に盛行する特徴的な装身具の一つとして位置付
けられる。

文末ではあるが、他県の状況をご教示いただいた鈴木
和弘氏に記して感謝したい。また、こうした土製品につ
いては、今後も地道に集成を重ねたい。

内の例は14遺跡、計78点となる。時期の確定できない資
料が多い中、最も古い資料として林中原Ⅱ遺跡62区12号
住居出土の加曽利Ｅ３式期があり、金井下新田遺跡の資
料も中期後葉の可能性をもつ。このことは、土製貝輪形
腕輪が関東内陸部の後期初頭期にみられる特徴的な装身
具の一つであるが、その片鱗は中期後葉段階まで遡ると
いうことになる。ただし、林中原Ⅱ遺跡等の例が混入遺
物であれば、話は別である。今後、資料の増加を含めた
検討が必要である

註

(１)　報告の本文中には、底面には網代痕が見られるとあることから（図

の拓本からは網代痕と異なる圧痕と思われた）、その確認を行うこと

とした。実見した結果、網代痕はなく、研磨痕のみを確認した。

(２)　報告では15を環状土製品とあるが、形状は他と同様であり、厚手の

土製貝輪形腕輪である。

(３)　埼玉県寄居町所在の富田庚申塚遺跡第７次調査で、同様な貫通した

孔を有する扁平な板状の土製品が、縄文時代後期前葉の土器と共に土

壙から出土していることを調査者の鈴木和弘氏からご教示いただい

た。併せて、他にも同様な資料の出土事例があることをご教示いただ

いた。
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